
平成28年8月1日　北海道医報　第1175号 60

開 催 日 時 開 催 場 所 主なテーマおよび講師 単位数 連絡先

平成28年12月2日（金）
9：40 ～ 17：00

中央労働災害防止協会
(札幌市)
定員：60名
受講料：
THP登録者　18,510円
中災防協会賛助会員　18,510円
一　　　般　21,600円
(事前に申し込みが必要です）

・働く人の健康づくりの動向
中央労働災害防止協会

・アクティブガイド（健康づくりのための身体活動指針）の活用
国立研究開発法人　医薬基盤・健康・栄養研究所健康増進研究部長　宮地 元彦

・職場でのイライラ、ムカッの感情をコントロール
(一社)日本ｱﾝｶﾞ-ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ協会ｱﾝｶﾞ-ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ、社会保険労務士、行政書士

小林 浩志

生涯研修 専門5

中央労働災害防止協会
北海道安全衛生
サービスセンター

（011-512-2031）
受講資格：
健康測定専門研修修了医
師および日医認定産業医

平成28年12月10日（土）
        　  11日（日）

※詳細は11月1日号附録にて案内予定

北海道医師会館
(札幌市)

【産業医学基礎(前期)研修会】

＜10日(土)＞
・総論（2単位）
・有害業務管理（2単位）

北海道大学環境健康科学研究教育ｾﾝﾀｰ特別招へい教授　岸　 玲子
・作業環境管理（2単位）
・作業管理（2単位）
・メンタルヘルス対策（1単位）

旭川医科大学医学部健康科学教授　吉田 貴彦
＜11日(日)＞
・健康保持増進（1単位）
・健康管理（2単位）
・産業医活動の実際（2単位）

札幌医科大学医学部公衆衛生学教授　森　　 満

基礎研修 前期14
 

※左記8項目の研修
については、カッコ
内それぞれの単位
の修得が必要です。

北海道医師会
事業第四課

（011-231-1727）

＊開催日が太字のものは、本号より新たに掲載されたもので、現在日医認定産業医制度指定研修会として日本医師会に承認申請中です。

注１：新規認定のためには、基礎研修50単位以上（前期研修14単位以上、実地研修10単位以上、後期研修26単位以上の合計 50単位以上）の
修得が必要です（前期研修については、総論2単位・健康管理2単位・メンタルヘルス対策1単位・健康保持増進1単位・作業環境管理2
単位・作業管理2単位・有害業務管理2単位・産業医活動の実際2単位のそれぞれの単位修得が必須）。

注２：更新認定のためには、認定取得後の5年間に生涯研修20単位以上（更新研修、実地研修、専門研修各1単位以上の合計20単位以上） 
の修得が必要です。

◆北海道産業保健総合支援センター◆

　平成27年12月から、常時使用する従業員に対してストレスチェックを実施することが事業者の義務とな

りました。

　そこで、ストレスチェック制度でお悩みの実施者、事業者、制度担当者の皆様へご案内です。

　◎労働者健康福祉機構では、「ストレスチェック制度サポートダイヤル」を開設しました。

これにより、産業医、保健師などストレスチェックの実施者、事業者、衛生管理者等ストレスチェッ

ク制度担当者などからのストレスチェック制度の実施方法、実施体制、不利益な取り扱いなどに関す

る相談にお答えします。

　
電話番号：全国統一ナビダイヤル　0570-031050　※相談は無料ですが、通話料がかかります。

受付時間：平日10時～ 17時(土曜、日曜、祝日、12月29日～１月３日は除く)　

◎厚生労働省では、今まで受付けた質疑につきまして、厚生労働省のホームページに「ストレスチェッ

ク制度関係Q&A」を掲載しております。

厚生労働省　http://www.mhlw.go.jp/

ストレスチェック制度
サポートダイヤルおよびQ&Aのご案内


